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消防学校では地域の総合防災力向上のため、年間を通じて 

消防職員・消防団員等に対する様々な教育訓練を行っています。 

訓練礼式の目的は、部隊

行動を確実軽快にし、厳正な規律を身につけ、消防活動を迅速

かつ的確に行うための基礎をつくることにあります。 

出雲消防 森広学生指揮の下、「通常点検」、安来消防 高橋学

生の「停止間の動作」、出雲消防 門田学生の「行進間の動作」

が行われました。 

江津消防 二上学生指揮の下、

大型バス、普通乗用車、バイクの

事故により多数の傷病者がいる、

る」 

国民の生命、身体及び財産を火災から保

護する任務遂行のために、消火活動はなくてはならないものです。 

松江消防 藤本学生による総指揮の下、「高層建物火災」の想定により防火衣、

呼吸器着装の後、指揮隊１隊、消防隊４隊、救助隊２隊、救急隊２隊が出動し、

消防活動の訓練の成果を披露しました。 

令和元年 11 月 26日（火）初任総合教育

第 59期生 40名の卒業式を島根県防災部次長 

藤井様、防災部消防総務課長 森脇様、島根

県消防長会会長（松江市消防長）金村様を始

め、各消防本部消防長様他、多数の御来賓の

御臨席を賜り盛大に挙行致しました。 

多くのご家族や御来賓、関係者の皆様に見

守られ、福島校長から手渡された卒業証書を

胸に、消防人としての第一歩を踏み出した若

者達。教職員一同、今後益々の活躍を期待し

ます。 

 

消防活動の原動力は、人を助けたいと

いう強い思い。傷病者を救うための知

識、技術を学び日々鍛錬を重ねました。 

消防演習  

救急演習  救助演習  

ング」を学生全員で披露し

ました。 

隠岐消防 大野学生指揮の下、渡過
と か

は「チロリアン」

「モンキー」「セーラー」「セーラーフォールセーラ

ー」、登はんは「はしご登はん」「ロープ応用登はん」、

降下は副塔から「リペリング」、主塔から「オーバーハ 

との想定訓練です。救急隊、救助隊、消防隊が連携

を取りながら外傷初期診療に基づいた活動を行い、

傷病者の適切な搬送という任務を果たすため、救急

救命士が中心となって活動しました。 

訓練礼式  
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福島校長から「何事にも『夢』を持ち続け、目標に向かって行動

し、また反省し進歩してください。そして、熱き心と『愛』する気

持ちを忘れず、さらなる躍進と、消防職員としての使命と責任を果

たしていただくことを期待します。」との式辞がありました。 
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しまね女性消防吏員活躍推進研修会を開催しました！ 
 

11月 8日(金)13:30～16:30大田市民会館 

元東京消防庁丸の内署長 谷口由美子さん 

「女性消防官として見たもの、考えたこと」 

新潟市消防局企画人事課 荒木泰史さん 

（消防庁女性消防吏員活躍推進アドバイザー） 

「女性消防吏員の人材育成について」 

65名の消防職団員の方にご参加いただきました。 

卒業証書授与 

田中教官より（初任総合教育 主担当教官） 

専科教育 救助科 30期  ９月２日（月）～10日１日（火）開催 

今年度の救助科は、初任総合教育の入校中に開講し、訓練に併せて資機材の指導を行うなど訓練指

導者としてのスキルを身につけました。また中海湖岸での水難救助訓練では、入水及び陸上への救出

方法など想定訓練を実施し、水難救助の困難さを実感しました。その他、チェーンソーやドローン等

取扱訓練、高圧電線鉄塔災害の救助対策、ホットトレーニング、山岳救助、多数傷病者対応等、総代 

景山隆介学生（雲南消防）を中心に 17名が幅広い救助の知識・技術を修得しました。 

消防職員幹部教育「初級幹部科第 31期」16名の学生

は、総代 髙島精二学生（益田消防）を中心に、初級

幹部としての職責を自覚し、部下の育成、組織的な消

防活動等の習得に取り組みました。 

訓練では指揮能力の向上を図るとともに、初任総合

教育学生との合同訓練を行い、現場管理、隊員管理の 

幹部教育 初級幹部科 31期 10月 23日（水）～11日６日（水）開催 

総代 藤本学生（松江消防）謝辞 

私たちは入校中に多くのことを学びま

した。自分たちの考えの甘さからくる行

動でくじけそうになることの連続でした

が、支えとなったのは志を同じとする

59期の同期でした。 

私達を必要としている人たちのために、今できることは何かを

考え、一人の人間として立派に成長していきたいと思います。 

 優秀賞 

藤本拓人（松江消防） 田辺 優（雲南消防） 

門田瑠依（出雲消防） 柳原康汰（松江消防） 

 

スキル向上につながりました。 

今年の学生は、１８歳が多く、

賑やかな５９期でした。 

これからも同期を大切にして、

消防人生を全うしてくれるこ

とを願っています。 

 


